
統合型ソフトを利用した経営設計支援システム平成8年度版 『経営くん』

(農試経営部)
1 背 景とねらい

平成元年度に普及奨励事項として供された経営設計支援システム 「経営くん」は、技術体系あ
作成 ・シミュレーション及びきめ細かい経営設計をする上で大いに利用されているところである。
ところで、平成 8年 3月 に農業経営の設計指標である 「生産技術体系」が改訂になったことに
伴い、 『経営くん』に登録されている各種データベースを更新するとともに、Windows版のソフ
トでも使用可能にしたので、指導上の参考に供する。

2 技 術の内容

『経営くん』は、作目別技術体系に使用されているあらゆる資材 ・機械等をデータベース化 し、
それを表計算ノフ トを利用 して検索 ・抽出し、技術体系を作成 ・シミ手レ

ーションするシステム

である。

(1)データベースの内容
｀
新しい生産技術体系に使用されている資材 ・機械等のデータを改訂 ・更新 したうえに、さ

らに、WindOws版では各費目ごとに独立したデータベースとした。データベースの種類及び

登録項目は次のとおりである。

(ア)生 産資材データベース(12費目 654データ)

(イ)諮 材 料データベース(1費 目 464データ)

(ウ)農 業施設データベース(1費 目 88デ ータ)

(工)農 業機械データベース(2費 目 467データ)

(オ)出 荷経費データベース(1費 目 277データ)

(2)シ ステムの機能(利用体系図は図 1)

(ア)技 術体系作成 :データベースから該当資材 ・機械等のコー ドを指定し、その使用数量 ・

使用時間等を入力するだけで、技術体系及び経営収支を作成できる。

(イ)経 営収支シミュレーション:生産資材 ・使用数量 ・単価 ・収量 ・販売単価等の条件を変更するこ

とによって、経営収支のシミュレーションができる。

(ウ)複 合経営診断設計シスデム用データ入力帳票作成 :作成 した技術体系のデータを、 「複

合経営診断設計システムJに 登録する入力帳票で出力できる。

(3)技 術体系

改訂 。更新により登録 した技術体系は次のとおりである。

また、登録済みの技術体系のデータは、専門技術員 ・農業改良普及員等が作成したもので

ある。

3 指 導上の留意事項

(1)本システムは、市販の表計算ソフトを用いて、改訂 ・更新した。利用する場合は、別途に

表計算ソフトがインス トールされている機器が必要となる。

提供できるのは、データベース ・経営試算表 ・技術体系が保存されているフロッピーディ
スクだけである。
・使用機器    コ ンピュータ本体、ディスプレイ、プリンタ
・使用 ソフ ト しotusl-2-3R2.1」 plus以上 ま たは Excel ver5,0以 上

(2)新 たに技術体系を作成する場合、句別労働時間を別途入力しなければならない。

技術体系歌
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4 試 験成績の概要

図1 『 経営 くん』利用体系□
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諸 材 料 コー ド表生 産 資 材 コー ド表

Eそ の他の諸材料費A種 首費

B肥 料費

C農 業薬剤費

D光 熱動力費

F賃 借料及び料金

FS成園費

I共 済費

Jも と畜費

K種 付け料

L飼 料費

N敷 料費

M獣 医師及び医薬品費

農業施設費コー ド表

C農 業施設費

H農 業機械費

HS小農具費

出荷経費コー ド表

P出 荷経費

機械利用配分表 ・

旬別労働配分表

単収 ・販売単価入力 経営収支 ・分析指標計算

技  術  体  系  作  成

複合経営診断設計システム入力帳票作成
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